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国 

 

語 

○生徒の基礎学力の定着を図

るために、課題に対して、目

標をもって取り組ませる。 

○今後の進路を見据えて、主体

的に生きる力に直結する「話

す力」「書く力」「読み取る力」

を育む指導を行う。 

○スピーチや小論文を通して、

生き方に対する関心を深め、

生徒が主体的に学習に取り

組む態度を養う。 

○ほぼすべての生徒が自らの

課題に対して解決したいと

思って授業に臨んでいるが、

意欲はあるものの必ずしも

学力に結びついていない生

徒も見られ、学力差が広がっ

ている。 

○「計画性」「振り返る力」の数

値がやや低く、改善が必要で

ある。 

○「何を学ぶか」以上に「どう

学ぶか」「なぜ学ぶか」という

ことを意識させる。 

○生徒の意欲が自分の学力に

結びついたことを実感でき

るような主体的に学習に取

り組む機会を増やす。 

○スピーチや小論文指導等に

おいて、計画的に取り組ま

せ、振り返りも丁寧に行うこ

とで振り返る力を伸ばす。 

○単元導入時の丁寧なガイダ

ンス及び生徒自らの課題に

ついての意識作り。 

○日々のグループワークやス

ピーチ・小論文・ビブリオバ

トルなど、深い学びにつなげ

る主体的に学習に取り組む

活動。 

○ワークシートや振り返り用

紙の活用、相互評価及びその

シェアリング。 

社 

 

会 

○社会的な「見方・考え方」を

働かせることで、知識の概念

的理解を促す。 

○「問い」を生み出し、その解

決に向け追究する機会を積

極的に設ける。 

○「広い視野」に立って考察が

深められるよう、少人数によ

るグループワークや体験的

学習を取り入れる。 

〇世の中のこと＝社会の現実

に目を向け、それをひとごと

ではなく自分の問題にしよ

うとすることで、主権者意識

の醸成につなげていく。 

○生徒の授業アンケートから

は、「振り返る力」と「創造性」

に大きな課題があることが

読み取れた。年度当初より、

レポートやレスポンスカー

ドによる振り返りを行わせ

ているが、この結果からは、

①生徒自身が振り返りを通

した学びの深まりを自覚で

きていないことと、②自分の

意見や考えを表現する際に、

「実証性」「論理性」「個性・

主体性」に優れたものである

かどうか振り返ったり、他者

と共有したりする機会が不

十分であったことが考えら

れる。 

○「深い学び」の実現のために

は、生徒たちが学習や人生に

おいて社会的な「見方・考え

方」を自在に働かせられるよ

うにする必要がある。そのた

めには、各単元の学習で生徒

が考えた（思いついた）当時

の人々や政治・経済・国際社

会等へのイメージが積み重

ねられる必要がある。そこで

築き上げられた世の中に対

する生徒一人一人の考えが、

学習指導要領に示された「ど

のように社会・世界と関わ

り、より良い人生を送るか」

という資質・能力の育成につ

ながる。 

○社会的な「見方・考え方」を

自在に働かせるため、「問い」

を生みだす社会科の授業実

践に努める。そのための手段

として、史資料を活用し、そ

れに対してグループワーク

等で「気づき」や「問い」を

引き出し、クラス全体で共有

していく。 

○レスポンスカードの問いを

発展させ、各単元の学習で学

んだことを人生や社会にど

う生かすかを再考させるこ

とで、自らの学びの深まりを

実感させ、学習に対する充実

感や達成感を味あわせる。 

数 

 

学 

○習熟度に応じた授業を実践

する。 

（基礎）教科書の学習事項を

整理し、基礎基本の定着を図

る。 

（標準）教科書の学習内容の

定着を図る。発展的な問題に

も積極的に挑戦していく。 

（発展）積極的に入試問題や

応用問題をチャレンジし、物

事を数学的に考察する力を

養う。 

※３展開のときは、生徒の学

習理解度に応じて、基礎・標

○生徒授業アンケートで「先生

は授業でわかりやすく教え

てくれたり、よく考えさせて

くれたりしている」と回答し

た生徒の割合が98％である。

また、「先生の授業を進める

スピードは、あなたの学力に

合っている」と回答した生徒

の割合が 88％だった。 

○課題については、昨年度と比

較してほとんどの生徒が、期

限内に提出することができ

ている。 

 

○期末考査や単元テストを実

施した結果を分析して、以下

の通り、改善に取り組んでい

く。 

【基礎】計算技能の定着を図る

ため反復練習に取り組む。問

題解決のための途中の流れ

を明確にしながら、自力解決

できる力を身に付ける。 

【標準】基本事項は繰り返し練

習することを継続する。思

考・判断・表現の力を伸ばす

ために、途中式や必要な考え

をまとめて友だちに共有す

○机間指導する中で、ノートに

途中式を書いている様子を

積極的に評価する。また、各

試験後の間違い直しレポー

トを通して、途中式や問題を

解く上で必要な考え方をま

とめさせる機会をつくる。 

◯各授業で前回までの復習や、

前回までの内容を使う演習

を積極的に行い、基礎基本の

定着を図る。また、各単元の

応用の内容では、生徒主体で

課題解決させる授業を展開

する。 



準・発展の３クラスに振り分

ける。また、２展開のときは、

基礎・発展の２クラスに振り

分ける。 

（共通）毎時間、多く発問し、

数学的活動を通して、数学へ

の興味関心を高める。 

授業時のノート等、普段から

途中式や考え方を書かせ、理

由・根拠を明確にして書く訓

練をさせる。 

○「入試大問１プリント」等の

教材を通じて、基礎・基本の

一層の定着を図っていく。 

○単元に応じて、課題解決型学

習を取り入れる。数学を用い

て課題解決することの楽し

さを実感させる。 

○単元テストや期末考査では、

自分の解いた考え方を記述

させる問題や考えが正しい

理由を説明する問題を出題

した。全体として、時間が限

られている中で途中式・考え

方を明確にして書くのに課

題がある。 

〇生徒用タブレットの活用の

頻度が多くなかった。 

る力を鍛える。 

【発展】基本問題は 100％解け

るように演習を強化する。思

考力・判断力を強化できるよ

うに発展問題を多く取り組

む。 

〇生徒用タブレットの効果的

に活用した授業の展開に各

担当が取り組む。 

◯課題の評価基準を予め周知

し、目指すべき取り組み方、

解きなおしの実践や基本事

項の定着をするための活用

法を明確に示す。 

◯授業時の問題演習では、時間

を明確に区切りながら、時間

内に問題に取り組んでいく

意識をもたせていく。 

理 

 

科 

○動画等の補助資料を活用し

て、生徒のさらなる興味・関

心を喚起する。 

○実験・観察のより高度な技能

を身に付けるとともに、レポ

ート等の作成を通じて科学

的な思考力・判断力・表現力

を高める。 

○科学的な見方や考え方を働

かせながら、既習事項を活用

して解決する課題を設定し、

話し合いや発表など、生徒が

主体的に取り組むことがで

きる言語活動を行う。 

○OPPA（ワンページポートフ

ォリオ）を活用して、課題に

対する自らの学習をふり返

る時間を確保することで、自

らの学習を調整する力を育

てる。 

○単元ごとの小テストで基礎・

基本の学習の定着を図ると

ともに、入試問題を取り入れ

た問題演習を実施して学力

の向上を図る。 

〇「意欲的に取り組めている

か」という授業アンケート項

目で 92％の生徒が「取り組め

ている」と答えている。また、

課題に対して意欲的に取り

組もうとしている生徒が

100％に達している。 

○電子黒板の活用は十分だが、

タブレット等の活用方法に

ついて課題を感じている。 

〇OPPA の活用を通して、自らの

学習のふり返りができるよ

うになった。また、振り返り

ノートの作成に意欲的に取

り組めている。 

〇入試演習に意欲的に取り組

める生徒が多い中で、計算、

資料の活用における苦手意

識から消極的になる生徒が

いる。 

○単元ごとに小テストを実施

した結果、全体的に基礎・基

本の定着は概ね良好である

が、一部に不十分な生徒が見

受けられる。また、思考判断

表現の単元を苦手にしてい

る生徒が見受けられる。 

○基礎・基本の定着ができてい

ない生徒に対する個別の支

援が必要である。 

〇根拠に基づいた議論を継続

し、より高度な科学的な見

方・考え方で課題解決に向か

う力を養いたい。 

〇課題に対する取組や、実験の

レポートやＩＣＴ機器を活

用した活動等を通して、自主

的に調べる姿勢や、より豊か

な表現力を身に付けさせた

い。 

〇入試演習等に取り組む時間

を引き続き設定し、教科間の

連携をさらに深めると共に

基礎・基本の定着、実践的な

応用力を身に付けさせる。 

〇入試演習等に取り組ませる

際に、小グループの集団活動

を通して、教え合い学び合い

を継続していく。 

 

○単元の小テスト実施で、間違

えた問題や授業での疑問等

について、振り返りノートを

継続して大切に取り組ませ、

評価、還元していく。 

〇既習事項を活用する演習の

時間を充実させ、思考判断表

現力を向上させる。 

○実験やグループ活動、入試演

習に取り組む時間を通して、

ＩＣＴ機器を活用し、対話的

な学習活動を行うことで、生

徒の科学的な見方・考え方を

活用しやすい授業を展開す

る。 

〇定期考査に入試を模倣した

問題を取り込み、知識理解お

よび応用力の定着度を確か

める。 

 

英 

 

語 

〇まとまった内容の対話や描 

写を聞いたり、読んだりして 

要点を把握できるようにす 

る。 

〇教科書で学習した英語を再 

話したり、場面を３文以上で 

描写することができるよう 

にする。 

○自分自身、目標、社会的な話 

題について、習った語句や文 

構造を使って、30 話以上で 

話したり、50 語程度で書く 

ことができるようにする 

〇教科書で学習した語句、文

構造を身に付けさせる。 

○音読筆写、語句や文構造の 

復習を中心に、授業と家庭 

学習を関連させ、学習習慣 

〇80～100 語程度の英語を聞 

き、概ね内容を理解すること 

ができる。教科書以外の文章 

の読み取りは、語彙力が不足 

する学習者が多い。 

〇本文の再話にはイラストや写 

真、キーワードの提示が必要 

である。 

〇語句を調べながら書くことは 

できるが、制限時間を決めて 

文章を書く練習が必要であ 

る。 

〇日本語にない表現（現在完了 

形、後置修飾など）は意味や 

構造が難しいと感じる生徒が 

多い。 

〇家庭学習の習慣は概ね身に付 

いている。 

〇英語の音声、内容を聞き取 

る力を向上させる。語彙を 

意識的な触れる機会を作る 

〇内容理解、音読をした英文 

を自身の言葉として再話、 

描写できるようにする。 

〇時間内に決められた内容、 

分量の英文を書く機会を設 

定する。 

〇基本的な文構造の反復学習

英語のもつ意味を学習する 

〇タブレット PC を活用して

音読筆写の家庭学習課題を

充実させる。 

〇”Listen”のスクリプトの音読 

シャドーイングを行う。リ 

ーディングの後にストーリ 

ーの中で語彙を学習させる 

〇教科書を復習する時間に、 

絵を見ながら本文内容を説 

明する練習をする。 

〇テーマ決め、１分間考えて 

から即興的に書く練習を行 

う。 

〇教科書の各パートで文の

口頭練習を行い、単元末にワ 

ークシートで意味と構造に 

ついて学習する。 

〇タブレットを活用して音読 

筆写の課題を行わせる。 



を身に付ける。 

音 

 

楽 

○リーダーを中心としたパー

ト練習のさらなる充実を図

り、曲にふさわしい表現を試

行錯誤しながら創意工夫し、

グループ・ペア活動では全員

が主体的に思いや意図をも

って学習できるようにする。 

○表現「歌唱、器楽、創作」と

鑑賞領域を関連付けて指導

する。 

○学習発表会や卒業行事、授業

内発表などで目標をもたせ、

一人一人が達成感を得られ

るように指導する。 

歌唱分野では意欲的に歌う生

徒が多いが、女子は高音が出せ

ず、声が響かない。息の使い方

や方向に意識させながら、一人

一人が堂々と歌えるようにし

ていく。また、鑑賞分野では、

曲の歴史や曲想に注目し、興味

をもって聴くことができ、意欲

的に取り組んだ。「紹介文」にお

いても、曲を理解しながら自分

の言葉で音楽的価値を見出し、

表現することができた。創作分

野では、試行錯誤しながら、主

体的な活動ができた。 

○発声や音楽理論などの基本

的な技能の指導を行う。 

○それぞれの生徒が自分の思

いや意図をもって表現がで

きるように曲想について考

え、話し合う時間を増やす。 

○グループ学習、ペア学習を通

した主体的な学習ができる

ように指導を行う。 

○各学習の目標や視点を明確

にする。 

○教材や教具を充実させる。

（楽曲教材やＡＶ機器、アク

ティブボードなど） 

○合唱指導においては、振り返

りシート、アドバイスシート

を使用する。 

 

美 

 

術 

〇「知識、技能」の造形的な視

点を豊かにするために必要

な「知識」を ICT、等の活用

で指導する。「技能」では制作

手順を考えながら見通しを

もって表すよう「制作記録」

の活用を図る。 

〇「発想や構想の資質・能力」

の向上を目指しワークシー

トや発言等を通じて生徒の

思いや創意工夫など明確に

できるよう指導する。 

「鑑賞」では生徒の見方、感

じ方がどのように変化した

か、それを生徒自身が自覚

できるよう図る。 

〇「主体的な学習に取り組む態

度」では相互評価や自己評価

を学習記録や振り返りカー

ド等に工夫し成就感や課題

意識を引き出す。 

〇「知識」では生徒授業アンケ

ートの「プリントや資料類は

効果的か」に 80％以上の生徒

が「あてはまる」「おおむねあ

てはまる」と答えているが

ICT機器の活用やタブレット

の活用が不十分であった。

「技能」面では生徒授業アン

ケートの「計画性」が他の項

目より 80％弱と低くなって

いるので見通しをもって授

業に取り組ませる。 

〇「鑑賞」ではグループワーク

をする時間が確保できず「コ

ミュニケーション能力」につ

いて 

達成率は 80％と低かった 

〇「主体的な学習」については

85％以上の生徒が目標をも

って授業に取り組もうとす

る意欲はあるが「計画性」「粘

り強さ」「コミュニケーショ

ン能力」には課題がある。 

〇授業規律は引き続き徹底し

落ち着いた中でアクティブ

な学習場面と集中して制作

に取り組める場面と環境を

設定する。 

〇授業に生徒たちは教員の話 

を傾聴しているが理解しな

がら話を聞こうとしている

か、発問を工夫し「知識」を

「暗記」するものだけにな

らないようにする。また ICT

機器の活用やタブレットの

活用を題材に応じて設定す

る。 

〇授業中のプリントや制作中

の作品を個別に把握してい

く。 

〇見通しをもって学習に取り

組めるよう「制作記録」や「授

業ノート」など生徒自身が学

習の経過から変容がわかる

ことが必要である。 

〇ストップウオッチや提示カ

ードなど授業のメリハリが

明確に伝達できる工夫をす

る 

〇プリントや制作中の作品は

丁寧にチェックし不十分な

生徒には適切な支援をおこ

なっていく。 

〇ICT 機器の活用やタブレット

を有効に活用する。 

〇「制作記録」や「授業ノート」 

 など継続して使用すること

で理解が深まっていること

がわかる書式の工夫。 

 

保

健

体

育 

○授業の規律（集団行動）を徹

底し、安全に配慮をする。 

○運動量を十分に確保し、体

力・技能の向上を図る。 

○全体指導と併せて技能別で

の活動を取り入れ、個々の技

能に合った課題解決ができ

るよう指導していく。 

○グループ活動でチームや自

他の課題解決に向けて主体

的に取り組み、技能向上でき

るよう指導していく。 

〇多くの生徒が授業の規律を

守って活動している。また、

生徒授業アンケートで、「授

業中意欲的に取り組んでい

る」と答えた生徒が 94.9%だ

った。残りの 5.1%の個々へ

の指導・支援が必要である。 

〇昨年度１年間で個々の体力・

技能は向上した。引き続き、

運動量を十分に確保しなが

ら、個々の課題解決に向けた

授業を行う。 

〇自己の課題をみつけても、解

決するための方法がわから

ない生徒がいる。 

〇互いに助言し、学び合うこと

ができる生徒が多い。１学期

は、個々の課題解決を行う授

業が多かったので、２学期以

降グループ活動を増やして

いく。 

〇整列や挨拶の徹底、ランニン

グや補強運動を継続的に実

施することで、集団行動や体

力の向上を図る。また、準備

や片付けなどの用具の扱い

やルールを指導し、安全に配

慮させる。 

〇全体指導で、技能の定着を図

り、技能別活動を取り入れ

て、個々に合った技能の習得

を目指す。 

〇自己の課題に対して、既習事

項を活用し、解決に向けて取

り組めるようにする。 

〇グループ活動を多く取り入

れ、主体的に学習できるよう

指導していく。 

〇毎時間、体育係の号令による

整列や挨拶、声をそろえての

ランニングや補強運動を継

続的に実施する。各単元の始

めに準備や片付けの仕方、そ

の運動で起こりうるけが等

を事前に指導する。 

〇個々の技能にあった場を与

え、それぞれの場を巡視しな

がら指導を行う。 

〇模範を示したりアクティブ

ボードを活用したりするな

ど、技能のポイントを説明し

理解させる。また、各技能の

つまずきや改善するための

練習方法など提示する。 

〇学習カードやタブレットを

活用し、自他の課題を発見さ

せ、解決のための練習方法な

どを考えさせる指導を行う。 



技 

 

術 

・ 

家 

 

庭 

＜技術分野＞ 

○ワークシート等を活用し、情

報に関する技術の基礎的・基

本的な知識、技能の定着を図

る。 

○対話的な学習活動やレポー

トの作成等を通して、問題解

決に必要な思考力・判断力・

表現力を身につけさせる。 

○作業記録表や振り返りシー

ト等を活用して、課題に対し

て粘り強く取り組む姿勢と

自らの学習を調整する力を

養う。 

＜家庭分野＞ 

〇調理実習や保育製作の実習

を通して習得した知識・技能

を定着させ、さらに応用・発

展できる技能の向上を図る。 

〇幼児との関わり方の課題を

保育実習で体験し、試行錯誤

する中で思考力・判断力・表

現力を高める指導をする。 

〇成長と家族と地域の学習で

は、支えられてきた立場から

支える立場への自立と共生

の力を養うために、必要な知

識・技能の育成を図る。      

 

＜技術分野＞ 

○プログラムの作成では、テキ

スとの課題だけではなく、練

習課題にもよく取り組む生

徒が多い。授業アンケートの

項目「意欲をもって取り組ん

でいますか」では 90％以上の

生徒が肯定的な答えをして

いる。 

○プログラムの作成の実習中

に、意見を出し合いながら課

題を解決している場面がみ

られた。授業アンケートの項

目「協力して取り組んでいま

すか」では 90％以上の生徒が

肯定的な答えをしている。 

○学期末に振り返りシートに

記入させ、振り返り活動を行

った。授業アンケートの項目

「より良くなるように考え、

調整しながら取り組みまし

たか」では 90％以上の生徒が

肯定的な答えをしている。 

＜家庭分野＞ 

〇幼児の生活の分野では自分

の幼い頃と重ね合わせなが

ら、興味・関心をもち授業に

取り組む生徒は多いが、身近

に幼児と触れ合う機会をも

てる生徒が少ない。 

〇保育実習では幼児と積極的

に関わろうとする生徒が多

い。日常で幼児と触れ合う機

会が少ないため、実際の状況

に戸惑いを見せる生徒も少

なくない。 

〇成長と家族と地域の学習で

は、支えられる立場から支え

る立場への自立と共生の力

を養うことの大切さを学び、

家庭や地域の仕事に参加し

たいと思う生徒は増えたが、

その機会を実際にもてる生

徒は少ない。 

＜技術分野＞ 

○練習課題を多く解決するこ

とによって、プログラムの作

成に必要な基礎的・基本的な

知識、技能の定着を図る。 

○プログラムの作成では、協働

で解決する課題に取り組む

ことを通して、思考、判断、

表現力を身につけさせる。 

○振り返り活動を定期的に行

い、粘り強さと調整する力を

養う。 

＜家庭分野＞ 

〇幼児へ関心、理解を深められ

る教材や課題を工夫し指導

を行う。幼児の心身の発達や

生活の様子を、自分の幼い頃

と重ね合わせ幼児の成長を

理解し、知識の定着を図る。 

〇幼稚園を訪問し、幼児とのふ

れ合い活動を設定する。実際

に幼児と触れ合い、習得した

知識を活用しながら、試行錯

誤する中で、思考力、判断力、

表現力 

を高める 

〇家族や地域の人々に支えら

れてきたことを再認識し、家

庭や地域の仕事に積極的に

参加し協働するよう促す指

導を行う。協働した経験をま

とめ発表し合い、互いに実践

するために必要な知識や技

能を高めさせる。 

 

＜技術分野＞ 

○複数の人数でプログラムを

作成することが必要な作品

づくりに取り組ませていく。 

○協働で作成したプログラム

を実行し、評価、修正を加え

てよりよいプログラムを作

成する。 

○作業記録表、振り返りシート

を改善し活用する。問題解決

が生徒自身でできるように、

適切な支援をしていく。 

＜家庭分野＞ 

〇ICT の動画を活用し、幼児の

年齢ごとの心身の発達や生活

の様子を見ることで、授業の内

容を理解しやすくし、知識の定

着を図る。 

〇保育実習や幼児のおもちゃ

の製作を通して、幼児の心身の

発達や生活習慣、遊びのもつ重

要性などの理解を深める。幼児

の成長にあった触れ合い方に

工夫ができ、思考力や判断力を

伸ばせる指導をする。 

〇成長を振り返ることで、家庭

や地域の人々に支えられてき

たことを再認識させる。家庭や

地域の活動に参加し、協働した

ことを考察し、結果をワークシ

ートにまとめ発表し合う活動

を取り入れ、協働への意識を高

める。 

 

 

 

 

 


